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（ᤵ୚する学位） 

➨１条 北海商科大学（以下「本学」という。）がᤵ୚する学位は、ḟのとおࡾとする。 

商学㒊    商学科     学 士（商学） 

ほග⏘ᴗ学科  学 士（商学） 

商学研究科 ビジネス専ᨷ  修 士 (商学)  博士 (商学) 

（学位のᤵ୚の要௳） 

➨２条 学士の学位は、本学を༞ᴗした者にᤵ୚する。 

２ 修士の学位は、本学の大学院(以下「本大学院」という。)の修士ㄢ程を修஢した者にᤵ୚

する。 

３ 博士の学位は、本大学院の博士(ᚋ期)ㄢ程を修஢した者にᤵ୚する。 

４ 前項のつᐃにかかࢃらず、博士の学位は㸪本大学院博士(ᚋ期)ㄢ程を修஢しない者であっ

ても、博士論文を提出して、その審査に合格し、かࡘ、その関係専ᨷ分㔝に関し本大学院博

士(ᚋ期)ㄢ程修஢者とྠ等以上の学ຊを᭷することをヨ㦂によࡾ確認された場合には、ᤵ୚

することができる。 

５ 本大学院の博士(ᚋ期)ㄢ程にᡤᐃの修ᴗᖺ限以上ᅾ学し、ᡤᐃの༢位を修ᚓし、かࡘ、ᚲ

要な研究ᣦᑟを受けて㏥学した者が、෌入学せずに論文を提出するときは、前項のつᐃによ

るものとする。ただし、㏥学したときから � ᖺ以内に提出する場合に限ࡾ㸪審査手数ᩱの⣡

入をච除する。 

（論文の提出） 

➨３条 修士論文は、ᅾ学➨ 2 ᖺḟ以㝆において、ᣦᐃする期間内に、研究科㛗に提出しなけ

ればならない。 

２ 博士論文は、ᅾ学➨ � ᖺḟ以㝆においてᣦᐃする期間内に㸪研究科㛗に提出しなければな

らない。 

ただし、ඃれた研究ᴗ⦼を上ࡆた者は、修士ㄢ程に１ᖺ以上ᅾ学し、ᡤᐃの科目にࡘいて

20 ༢位以上修ᚓすれば提出することができる。 

３ 前条➨ 4 項のつᐃによࡾ博士の学位のᤵ୚を申請する者は、ᡤᐃの博士学位申請書、研究

ᴗ⦼一ぴ表、博士論文の要旨、ᒚṔ書ཬูࡧにᐃめる審査手数ᩱをῧえて㸪博士論文を研究

科㛗に提出しなければならない。 

４ 提出する論文は１⦅とし、正๪ � ㏻を提出するものとする。 

５ 提出した論文ཬࡧ⣡入した審査手数ᩱは、返㑏しない。 

（論文の審査ཬࡧヨ㦂） 

➨４条 修士論文の審査ཬࡧヨ㦂は、「学位つ๎」(᫛和 28 ᖺ文㒊┬௧➨ � ྕ)➨ � 条にᐃめと

こࢁをᇶ‽として行うものとする。 

２ 博士論文の審査ཬࡧヨ㦂は㸪「学位つ๎」（᫛和 28 ᖺ文㒊┬௧➨㸷ྕ）➨ 4 条にᐃめるとこ

 。をᇶ‽として行うものとするࢁ

３ 論文の審査ཬࡧヨ㦂に関しᚲ要な事項は、研究科ጤဨ会の㆟を⤒て、研究科㛗がᐃめる。 
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（論文の審査） 

➨５条 修士論文ཬࡧ博士論文の審査は、研究科の審査ጤဨ会が行う。 

２ 前項の審査ጤဨ会は、ཎ๎として、研究科ጤဨ会にᡤ属する � ேのጤဨをもってᵓ成する。

➨ 2 条➨ 2 項、➨ � 項にᐃめる学位論文の審査のための審査ጤဨ会には、学位申請者のᣦᑟ

教ᤵをຍえるものとする。 

３ ➨ 2 条➨ 2 項、➨ � 項にᐃめる学位論文の審査は、ཎ๎としてᅾ学期間内に⤊஢するもの

とし、➨ 2 条➨ 4 項ཬࡧ➨ 5 項にᐃめる博士論文の審査は、その提出から１ᖺ以内に⤊஢す

るものとする。 

（ヨ 㦂） 

➨６条 ヨ㦂は、審査ጤဨが➹記ཪはཱྀ㢌で行う。 

２ ヨ㦂は、修士論文ཪは博士論文の内容を୰ᚰとして行う。 

３ ➨ 2 条➨ 4 項にᐃめる学ຊを確認するためのヨ㦂は、博士論文の内容、関連する専ᨷ分㔝

の科目ཬࡧእ国語にࡘいて行う。ただし、学位申請者の⤒Ṕ、研究上のᴗ⦼からඃれた学ຊ

が認められる場合は、関連する専ᨷ分㔝の科目ཬࡧእ国語にࡘいてのヨ㦂をච除することが

できる。 

（審査等の報告） 

➨㸵条 修士論文ཪは博士論文の審査ཬࡧヨ㦂が⤊஢したときは、審査ጤဨ会は、その⤖ᯝを、

修士論文ཪは博士論文ヨ㦂の要旨を記載した書㠃によࡾ、研究科ጤဨ会に報告しなければな

らない。 

２ 審査を⤊஢した修士論文ཪは博士論文は、おおむ１ࡡ㐌間、研究科ጤဨ会のጤဨにᑐして

公㛤するものとする。 

３ 研究科㛗は、研究科ጤဨ会のጤဨにᑐし、修士論文ཪは博士論文の提出者の氏名、修士論

文ཪは博士論文の㢟目、公㛤の期間ཬࡧ場ᡤその௚ᚲ要な事項を、公㛤期間前㸵日までに書

㠃をもって㏻▱しなければならない。 

（合格ཪは不合格のỴᐃ） 

➨㸶条 修士論文ཬࡧ博士論文୪ࡧにヨ㦂の合格ཪは不合格は、研究科ጤဨ会においてỴᐃす

る。 

２ 前項の研究科ጤဨ会は、ጤဨ⥲数の３分の２以上の者が出ᖍしなければ、㛤ദすることが

できない。 

３ ➨１項の合格のỴᐃは、研究科ጤဨ会のጤဨの出ᖍ者の３分の２以上の者が㈶成すること

をᚲ要とする。 

（合格者の報告） 

➨㸷条 修士論文ཬࡧ博士論文୪ࡧにヨ㦂の合格者がỴᐃしたときは、研究科㛗は、㐜⁫なく、

その旨を学㛗に報告しなければならない。 

２ 前項の報告には、修士論文ཪは博士論文の審査ཬࡧヨ㦂の⤖ᯝの要旨୪ࡧにᒚṔ書２㏻を

ῧ付しなければならない。 

（学位のᤵ୚ཬࡧ学位記） 

➨ 10 条 学㛗は、教ᤵ会の㆟を⤒て、本学学๎➨ 28 条のᐃめる༢位を修ᚓした者に、➨１条

にヱ当する学士の学位をᤵ୚する。 
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２ 学㛗は、本大学院研究科ጤဨ会の㆟を⤒て、修士論文ཪは博士論文の審査ཬࡧヨ㦂の合格

者にᑐし、➨１条にヱ当する学位をᤵ୚する。 

３ 学位記は、ู記ᵝᘧのとおࡾとする。 

(論文要旨等の公表） 

➨ 11 条 当研究科は、博士の学位をᤵ୚したときは、当ヱ博士の学位をᤵ୚した日から � ᭶ࢣ

以内に、その学位論文の内容の要旨ཬࡧ審査のᴫ要をインターネットの利用によࡾ公表する

ものとする。 

２ 博士の学位をᤵ୚された者は、当ヱ博士の学位をᤵ୚された日から１ᖺ以内に、当ヱ博士

の学位のᤵ୚に関する論文の全文を公表しなければならない。ただし、当ヱ博士の学位をᤵ

୚される前にすでに公表している場合は㸪この限ࡾではない。 

３ 前項のつᐃにかかࢃらず、博士の学位をᤵ୚された者は、ࡸむをえない理⏤がある場合に

は、研究科ጤဨ会のᢎ認をᚓて、当ヱ博士の学位のᤵ୚に係る論文の全文に௦えてその内容

を要約したものを公表することができる。この場合において、本大学は、その論文の全文を

ồめにᛂࡌて㜀ぴに౪するものとする。 

４ 博士の学位をᤵ୚された者が行う➨ 2 項のつᐃによる公表は、本大学の機関リポジトリ㹆

㹍㹉㹓㹅㸿（以下「㹆㹍㹉㹓㹅㸿」という。）をά用して、インターネットの利用によࡾ行

うものとする。 

５ ➨ 2 項のつᐃにもかかࢃらず、博士の学位をᤵ୚された者が㹆㹍㹉㹓㹅㸿以እのᙧែによ

って公表する場合には、本大学がᤵ୚した学位に関する論文またはその要旨である旨を᫂記

しなければならない。 

（学位のྲྀᾘ） 

➨ 12 条 学位をᤵ୚された者が、ḟのྛྕの一にヱ当するときは、学㛗は、教ᤵ会ཪは研究科

ጤဨ会の㆟を⤒て、ᤵ୚した学位をྲྀࡾᾘすものとする。 

（1）不正な方法によࡾ学位を受けた事ᐇがุ᫂したとき 

（2）学位をᤵ୚された者にその名㄃をở㎯する行Ⅽがあったとき 

２ 前項のつᐃによࡾ学位をྲྀࡾᾘされた者は、その学位記を本学に返さなければならない。 

（つ๎のᨵ正） 

➨ 1� 条 このつ๎のᨵ正は、教ᤵ会ཪは研究科ጤဨ会の㆟を⤒て行う。 

 

附 ๎ 

このつ๎は、平成 2� ᖺ４᭶１日から᪋行する。 

附 ๎ 

このつ๎は、平成 25 ᖺ４᭶１日から᪋行する。 

附 ๎ 

このつ๎は、平成 27 ᖺ４᭶１日から᪋行する。 

附 ๎ 

このつ๎は、平成 28 ᖺ４᭶１日から᪋行する。 

附 ๎ 

１ このつ๎は、平成 �1 ᖺ４᭶１日から᪋行する。 
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２ ➨ � 条は、平成 �0 度１ᖺḟ入学者から㐺用し、平成 2� ᖺ度以前の入学者にࡘいて

はᚑ前のつᐃによる。 
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ู⣬ᵝᘧ 
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３ (博士後期課程を修了した場合の学位記）
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